
？ブレンディッド・ラーニング

自宅で
受講

共同
リサーチ

職場で
受講

近隣の仲間で
受講・ワーク等

和歌山大学
教職大学院にて

を組み合わせて
実施する受講形態です。

とは

オンライン
交流 対面指導

＊収録映像の視聴＋SNS等による交流を含む

学びのネットワーク

オンデマンド
受講

＊

教員研修履修
証明プログラム

令和7年度

ブレンディッド・ラーニングによる

和歌山大学教育学部

学校実践支援ユニット・現職教員研修部門

教職大学院の一部の講義を
オンライン体験受講してみませんか？

90分　 5回
オンデマンド（個人での映像視聴受講）

学内による対面講義（半日程度）

オンライン（リアルタイムでの遠隔交流） を組み合わせて実施

１講座
を基本

教員 無料

202512 24　　  2026 3 31
（全校種、教諭以外に講師や管理職も含む）

開講
期間

受講料

受講
対象者

水 火



講　師

プロフィール

講　師

プロフィール

 総合的な
学習（探究）の時間 

ブレンディッドラーニング講座の概要

「オンデマンド・オンライン・対面を合わせて５コマ分（90分 ×５回）」
講座の
詳細は
こちら

次期学習指導要領の審議が行われている中、「探究的

な学び」が主要なキーワードとなっています。また、総合

的な学習の時間に「情報の領域」（小学校）の新設が

提案されるなど、大規模な改変が予想されます。そこで、

本年度のブレンディッド・ラーニング講座では、「総合的な

学習（探究）の時間」を中心テーマとして設定しました。

本講座にて、改めて「総合」を捉え直し、現状の抱える

課題と今後の展望について学んで行きましょう。

講座名

第１～３講　12/25（木）より配信開始

第 4 ～５講　2/8（日）13:10 ― 16:20

子供も先生もワクワクが続く！総合的な学習の時間
～持続可能な探求の授業づくり～

総合的な学習の時間に「何から始めれば？」等の悩みを

抱えていませんか？または、行事や学級活動の補充の時間

になっていませんか？本講座は、その不安を「やれるかも！」

という自信に変える具体的な方法をお伝えします。教育学

の理論と現場で役立つ実践知を融合させ、「持続可能な

探究の型」を習得。子どもが夢中になり、先生もワクワク

できる授業づくりを目指します。講師や仲間と交流しなが

ら、楽しく学びを深めましょう。

小学校が中心だが、中・高等学校も可主な対象者

日　　　程

概　　　要

予 定

オンデマンド配信

対　面　講　義

申込締切  12/17　まで水

が基本となります。

申込締切は第一回締め切りで随時申込可能です。

を再考する

〈 本年度のテーマ 〉

５回の講義は以下のような構成で行います。
●１回目　探究的な学びの本質を捉え直す
●２回目　総合的な学習の時間とカリキュラム・マネジメント
●３回目　総合的な学習の時間において求められる授業改善と評価
●４回目、５回目　協働と実践　ワークショップ

福永 徹

私立学校、日本人学校、和歌山市立学校で小・中・
高等学校教諭として勤務し、保健体育科、社会科、
生活科、総合的な学習の時間の授業づくりを研究。
その後、和歌山市教育委員会にて、教育行政、特
別支援教育、学習指導・教育課程を担当。令和７年
度より現職。教育方法学や教科教育学を中心に、
教師のICT活用指導行動が児童生徒の「深い学び」
に与える影響等について研究を行っている。

和歌山大学教職大学院・准教授

島本 和昌

小学校教諭、指導主事、市内２校の校長を経て現職。
生活科・総合的な学習を中心に教師の指導技術と
子供の見取りに卓越した経験を持つ実践家。「文部
科学大臣優秀教員表彰」、「きのくに教育の匠」、「きの
くに教育賞」受賞。

和歌山市立広瀬小学校　校長



講座名 「総合的な学習の時間」における『情報の領域』

豊田 充崇

現在、中教審にて次期学習指導要領についての審議が

おこなわれており、 小学校の「総合的な学習の時間」に

『情報の領域』が創設される見込みです。操作スキルや

情報技術・情報モラル等について単発的に学ぶ「情報

ブロック」、情報活用の実践力を育成する「ミニ探究ユ

ニット」、そしてそれらを発揮していく「探究活動」といった

配置イメージも具体化してきました。そこで、この『情報

の領域』に相当する授業実践事例及び系統的なカリキュ

ラムについて、先進校や県内の事例等を取り上げながら

提案していきたいと思います。

和歌山市で生まれ育ち県内中学校教諭を経て2002
年度より和歌山大学教育学部に採用。専門は、教
育工学・情報教育。ICT活用授業研究・情報モラル
教育等。自ら「出前授業」を実施し「実践的研究」を
生業としている。

和歌山大学教職大学院・教授

主な対象者

日　　　程

概　　　要

講　師

プロフィール

予 定

申込締切  1/17　まで土

講座名 社会科（歴史）から「総合」へ

深澤 英雄

児童・生徒が「おもしろい」「もっと知りたい」と思える

社会科（歴史）授業がしたいという先生方！「教材研究の

コツ」「新しい教科書研究のコツ」「授業構成のコツ」「授業

展開のコツ」をテーマに授業改善の手立てを考えます。

また、社会科は、児童生徒らの興味関心に基づいて「調

べる・まとめる」活動が重要ですが、社会科から「総合

的な学習の時間」への発展の仕方についても解説します。

カリキュラムマネジメントや教科横断型の授業が注目され

ている中、社会科と「総合」の関係性、学習目的や授業

方法の違いなどについても学んでいきましょう。

神戸市生まれ、神戸市内の中学校に1年、小学校に
37年勤務し、和歌山大学教育学部教職大学院で
特任教授を経て、現在非常勤講師。学力問題・
授業研究・教師教育を実践研究しています。主な
著書：『学習指導要領2020　実現のための「新・教
師力20」』（小学館 2018) ／監修：『ドラえもん社会
ワールド なぜ? どうして? 日本の歴史』（小学館 2019) 
他、学習関連書籍を多数執筆。

「社会科」から「総合的な学習の時間」への
発展について６年生の子どもが自分の興味を
もった歴史上の人物の調べ学習（卒業論文
の実践）

社会科６年歴史
「ノルマントン号事件と条約改正」
ノルマントン号は和歌山県沖で遭難しました。

主に小学校教員ですが中学校社会科教員も歓迎です

和歌山大学教育学部・非常勤講師

主な対象者

日　　　程

概　　　要

第１講　12月24日（水）～  配信開始
（2023年度の講座内容を再編集・再配信します。）

第2講　１月７日（水）～  配信開始
（2024年度の講座内容を再編集・再配信します。）

第3講　１月28日（水）～  配信開始

第4～５講 2026年２月末～３月中を予定

講　師

プロフィール

予 定

オンデマンド配信

対　面　講　義

申込締切  12/17　まで水

第1～3講  1/24（土）より順次配信

※第４・５講は、対面・オンラインのいずれか
　を選択していただきます。

第 4 講　2/13（金）18:00 ー 19:30

全教員

オンデマンド配信

対　面　講　義
or

オンライン講義

（管理職・教育委員会指導主事・ICT支援員の方なども受講
いただけます）

第 5 講　2/27（金）18:00 ー 19:30



「総合的な学習の時間」指導の実際

　大学生に「総合的な学習の時間」のこれまでの印象に

関するアンケートを実施したところ、「何を学んだか覚え

ていない」が大多数であり、本来の「総合」の趣旨と異なる

授業を受けてきたという実態も明らかになってきました。

一方で、探究的な学びが重視されている今、「総合」の

重要性は増していることも確かです。そこで、本学教育

学部で実施されている「総合的な学習の時間の指導法」

（教職必修）の講義担当教員によって、「総合」を再考する

機会を設けたいと思います。

　「総合」の本来の趣旨を踏まえて、その授業設計の工夫、

児童らが主体的に学ぶための課題設定の方法や具体的な

手立て、地域や外部支援者との連携方法、そして学びを

可視化するための評価方法などについて、各講師の実践

経験を踏まえて講義します。

　今一度、「総合」を再考・再認識し、特色ある取り組み

事例から、その学習効果や成果について考えてみませんか。

当講座は各講師によるオムニバス形式の４つの講義を

受講していただき、Q&A掲示板にて質問・意見・感想

コメント等を受け付け、各講師から回答をおこないます。

また、希望者にはオンライン（zoom）にて協議・質疑の

時間を設定させていただきます。

小・中学校の教員及び指導主事など教育関係者全般主な対象者

日　　　程

概　　　要

第１～４講　１/17（土）より随時配信

講座名

講座名

希望者の方々と日時調整の上実施

「総合的な探究の時間」（高等学校向け） とSDGs

岡崎 裕

まずは、 「SDGsと学校」との関係をこれまでの経緯を
踏まえながら解説し、「総合的な探究の時間」において、

「SDGs」をどのように取り入れられているかについて具体
的な事例を紹介します（これまでの当講座を再配信致し
ます）。また、新規には、高等学校でのSDGsに関する
具体的な実践事例をもとに、総合的な探究の時間の現状・
課題・成果・展望について述べていきたいと思います。
なお、これら一連の講座を視聴いただき、希望者の方々
には最終の質疑・協議の時間（最大90 分）を設定させて
いただいます。

在英日本人学校勤務の後、英国ヨーク大学、国際
グローバル教育センター勤務。
帰国後は公立高等学校教諭を経てプール学院大学
准教授、現在は和歌山大学教職大学院教授。
専門領域は、消費者教育、社会科教育、SDGs研究
など

主に高等学校の教員を対象としていますが他の校種の
方々も受講できます。

和歌山大学教職大学院・教授

主な対象者

日　　　程

概　　　要

第１～５講　１/24（土）から随時配信

講　師

プロフィール

中川 靖彦

京都府内の中学校教諭、指導主事等を経て管理職。
校長として総合的な学習の時間を中核とする「魅力
ある学校づくり」を積極的に推進した。
公認心理師・学校心理士ＳＶ

和歌山大学教職大学院・教授

講　師

プロフィール

山田 真稔

公立小学校教諭、和歌山県教育委員会等、教育行
政関係機関、小学校長を経て現職。理科教育、県下
最小規模校校長の経験を生かした小規模校におけ
る教育実践等について研究している。

和歌山大学教職大学院・教授

講　師

プロフィール

伊澤 真佐子

平成元年度から26年間、和歌山市内の小学校教諭
として勤務。その後、和歌山市教育委員会の専門
教育監、和歌山大学教職大学院で教員育成のための
業務に関わり、小学校長を経て現職。

和歌山大学教職大学院・特任教授

講　師

プロフィール

予 定

予 定

オンライン講義

オンデマンド配信

オンデマンド配信

申込締切  1/17　まで土

申込締切  1/17　まで土

Q&A掲示板にて質問を受け付けしたり、
希望者にはオンラインでの協議・質疑
時間を設定致します。

（対面講義日は設定致しません）

※

※上記３名に加えて、豊田充崇も講師として
　１講座を担当します。



講座名 申込締切

タイトル（件名）

本　文

次の手順に従ってお申し込みください！！

受講講座が決まっていなければ未定とお書きください。
原則平日であれば即日もしくは2日以内に返信させていた
だきます。

●所属先・学校等　●役職名
●氏名　●受講講座名（同時に複数申込可）

履修証明プログラム申込み

電子メールには以下の
情報を記載してください。

お申込み
は簡単！！

宛先

wbl@ml.edu.wakayama-u.ac.jp
エル

エル エル

エル

お問い
合わせ

各科目の詳細・日程については
下記HPを参照してください

準備いただくもの

国立大学法人和歌山大学 教育学部学校実践支援ユニット事務局

073 - 457 - 7239 wbl@ml.edu.wakayama-u.ac.jp

インターネットに接続しているウェブカメラ

のついたパソコンが必要です。iPad等の

タブレット端末でも可能ですが、資料の

参照等でPCを利用する場面もあります。

受講者の皆様にはオンライン
授業システム（moodle）に
ログインしていただきます。
事前に習熟期間等
を設けますので、
初めての方でも
大丈夫です！

TEL E -mail

和歌山大学教育学部（さらさ SALASA）

詳細は、上記URL（もしくは二次元コード）から
「学校実践支援ユニット」をクリックして下さい。

https://www.
wakayama-u.ac.jp/edu/salasa/

過年度の様子

申込期日

こちらの二次元バーコードを
読み取り、お申し込みください。
読み取りできない場合は、電子
メールアドレスにてお申し込み
下さい。

講座ごとに受講申込の期日が
異なりますのでご注意ください。
詳しい締め切りは講座紹介の
右上をご覧下さい。

コチラ

※もしくは下記の「学校実践支援ユニット」の
　サイトからお申し込み下さい。

https://www.wakayama-u.ac.jp/edu/salasa/



